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20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
収
入
な
ど
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難

な
場
合
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」（
学
生
の

み
）
や
「
納
付
猶
予
制
度
」（
50
歳
未
満
）
な

ど
の
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

３
つ
の
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
に
は
３
つ
の
給
付

制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
老
後
を
支
え
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」

▼�

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き

に
支
え
る
「
障
害
基
礎
年
金
」

▼�

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
、
子
や
子
の

あ
る
夫
・
妻
を
支
え
る
「
遺
族
基
礎
年
金
」

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

　
公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が
納
め
る
保

険
料
で
高
齢
者
の
方
の
年
金
を
負
担
す
る
と
い

う
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
が
基
本
で
す
。

　
日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、
上
図
の
よ
う
な

２
階
建
て
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
を

　
公
的
年
金
制
度
で
は
、
す
べ
て
の
制
度
に
共

通
し
て
使
用
さ
れ
る
基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入

す
る
と
、
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
た
年
金

手
帳
が
交
付
さ
れ
、
加
入
記
録
や
保
険
料
の
納

付
状
況
な
ど
が
、
こ
の
番
号
で
管
理
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
手
帳
は
年
金
に
関
す
る
手
続
き
の
際
に

必
要
で
す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
ｔ
０
７
５

－

６
４
３－

２
５
４
７
、
精
華
町
役
場
総
合

窓
口
課
年
金
係
ｔ
95－

１
９
１
５

届
け
出
漏
れ
期
間
の
確
認
を

　

第
３
号
被
保
険
者
【
注
】
期
間
と
し
て
管
理

さ
れ
て
い
た
期
間
の
中
で
、
第
１
号
被
保
険
者
へ

記
録
訂
正
さ
れ
た
時
に
、
時
効
で
国
民
年
金
保

険
料
を
徴
収
す
る
権
利
が
消
滅
し
て
い
た
期
間

（
時
効
消
滅
不
整
合
期
間
）
を
、
有
す
る
可
能

性
が
あ
る
方
へ
、
特
定
期
間
該
当
届
の
届
出
お

よ
び
特
例
追
納
の
勧
奨
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
届
出
す
る
こ
と
で
老
齢
年
金
お
よ
び
万
一
の

時
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
権
確
保
に

つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
例
追
納
制
度
（
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
の
期
限
措
置
）
は
、
特
定
保
険
料
納
付

申
込
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
最
大
10
年
分
の

保
険
料
を
納
付
で
き
、
年
金
額
を
増
や
せ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
注
】
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
加
入
期
間
中
に
扶
養
さ

れ
て
い
た
配
偶
者

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
ｔ
０
７
５

－

６
４
３－

２
５
４
７
、
ね
ん
き
ん
加
入
者

ダ
イ
ヤ
ル
ｔ
０
５
７
０－
０
０
３－

０
０
４

（
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
、
第
２
土
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に
注
意

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
は
、
12
～
３
月
に

多
く
発
生
し
ま
す
。
手
洗

い
や
う
が
い
を
十
分
し

て
、
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
し
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

・
せ
っ
け
ん
で
十
分
に
手
を
洗
う
。

・
調
理
器
具
も
毎
回
洗
い
、
加
熱
消
毒
す
る
。

・�

食
品
は
十
分
に
加
熱
す
る
（
85
度
以
上
で
１

分
以
上
）。

・�

感
染
者
の
糞ふ
ん
便
や
吐
物
な
ど
の
処
理
は
手
袋

を
着
け
る
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
人
か
ら
人
に
移
り
、
体
内

に
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
て
か
ら
１
～
２
日
後
に
激

し
い
吐
き
気
、
嘔お

う
吐と

、
腹
痛
、
下
痢
、
発
熱
な

ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
通
常
は
２
日
ほ
ど
で
治

り
、
後
遺
症
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
完
全
に
治
る
に
は
約
１
週
間
か
か

り
ま
す
。
症
状
が
治
ま
っ
て
も
、
学
校
や
職
場

な
ど
の
集
団
生
活
に
は
す
ぐ
に
復
帰
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
長
く
て
１
カ
月
は
、
排は

い
泄せ
つ

物
に
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
疑
わ
し
い
症
状
が
出
た
場
合
は
、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
食
中
毒

は
、
主
に
水
分
補
給
で
脱
水
症
状
を
防
い
で
治

し
ま
す
。
安
易
に
下
痢
止
め
を
飲
ん
で
し
ま
う

と
、
体
内
に
ウ
イ
ル
ス
を
と
ど
め
、
回
復
が
遅

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ｑ
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95－

１
９
０
５

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

し
ま
す
！

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
接
種
早
め
に

費
用
助
成
1
月
22
日
ま
で

　
10
月
13
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
高
齢
者
向
け

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
左
表
の
医
療

機
関
な
ど
で
平
成
30
年
１
月
22
日
㈪
ま
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
接
種
回
数
は
１
回
で
す
。

▼
対
象
者

　
①
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

　
②�

接
種
日
現
在
60
～
64
歳
で
、
心
臓
ま
た
は

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

障
害
が
あ
り
、
そ
の
障
害
が
身
体
障
害
１

級
相
当
の
方

▼
費
用

　
１
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

▼
接
種
方
法

　

�

左
表
の
町
内
医
療
機
関
、
ま
た
は
木
津
川
市

の
指
定
医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
健
康
保
険

証
を
持
参
。

▼
事
前
に
申
請
が
必
要
な
方

　
・�

町
外
（
木
津
川
市
の
指
定
医
療
機
関
を
除

く
）
で
接
種
を
希
望
す
る
方

　
・
生
活
保
護
世
帯
の
方

　
・
②
の
対
象
の
方

　
◆
申
請
方
法

　
　

�

接
種
前
に
必
ず
申
請
書
【
注
】
と
印
鑑
を

持
参
の
上
、
健
康
推
進
課
へ
。
ま
た
、
②

の
対
象
の
方

は
身
体
障
害

手
帳
な
ど
の

障
害
の
程
度

を
確
認
で
き

る
書
類
も
必

要
で
す
。

　
◆
注
意
事
項

　
　

�

町
外
（
木
津

川
市
の
指
定
医
療
機
関
を
除
く
）
で
接
種

を
希
望
す
る
方
は
、
希
望
の
医
療
機
関
や

施
設
に
よ
っ
て
は
、
接
種
に
必
要
な
書
類

を
即
日
発
行
で
き
な
い
場
合
（
３
～
10

日
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【
注
】
健
康
推
進
課
の
窓
口
の
ほ
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95－

１
９
０
５

所
得
税
な
ど
の
障
害
者
控
除

要
介
護
者
の
一
部
も
対
象

　
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
、
所
得
税
・
町
府
民
税
の
障
害
者
控
除
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く

て
も
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
一
部

も
、
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
対
象
は
、
要
介
護
２
以
上
で
、
認
知
症
の

状
態
な
ど
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
方
。
適

用
に
は
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
が
必
要

で
す
。

　
同
認
定
書
が
必
要
な
方
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ｑ
福
祉
課
高
齢
介
護
係
ｔ
95－

１
９
０
４

物
品
役
務
の
入
札
参
加
資
格
審
査

２
月
１
日
～
15
日
、
補
充
申
請
受
付

　
町
が
平
成
30
年
度
に
発
注
す
る
物
品
・
役
務

の
入
札
に
か
か
る
参
加
資
格
審
査
申
請
の
補
充

受
付
を
平
成
30
年
２
月
１
日
㈭
～
15
日
㈭
、
町

役
場
・
財
政
課
（
５
階
）
で
行
い
ま
す
（
上
水

道
関
係
業
者
を
含
む
）。

　
今
回
は
、
平
成
29
年
２
月
の
本
申
請
が
済
ん

で
い
な
い
業
者
が
対
象
で
す
。
今
回
申
請
し
、

受
理
さ
れ
た
業
者
の
資
格
有
効
期
間
は
平
成
30

年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日
の
１
年
間

と
な
り
ま
す
。
原
則
、
郵
送
で
受
け
付
け
ま

す
。

　
申
請
書
類
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ
財
政
課
ｔ
95－

１
９
１
４

医
療
費
助
成 

申
請
を

昭
和
28
年
２
月
生
ま
れ
の
方
へ

　

町
で
は
、
65
～
69
歳
で
要
件
を
満
た
す
方

に
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
【
注
】。

　
申
請
期
間
は
平
成
30
年
１
月
15
日
㈪
～
19
日

㈮
の
平
日
。
申

請
が
遅
れ
る
と

受
給
者
証
の
使

用
開
始
日
も
遅

れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
注
】
対
象
者
に

は
案
内
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。

ｑ
国
保
医
療
課
医
療
係
ｔ
95－

１
９
２
９

公的年金制度の仕組み

２階建て構造

厚生年金保険など

国民年金（基礎年金）
第１号被保険者
農業、自営業者、
学生の方など　

第２号被保険者
サラリーマンや
公務員の方など

第３号被保険者
第２号被保険者
に扶養されてい
る配偶者の方　

町内で接種を受けられる医療機関
医療機関名
（50音順） 電話番号 所在地

天野医院 95－9500 下狛河原田45番地３

おく内科医院 72－7023 桜が丘三丁目２番地１エスペローマ高の原ウエスト１番館
学研都市病院 98－2123 精華台七丁目４番地１

岸田内科医院 95－1771 精華台二丁目17番地10

コマダ診療所 93－1787 菱田宮川原10番地

島谷クリニック 66－1850 桜が丘四丁目25番地４

下里医院 72－1212 山田下川原22番地２

精華町国保病院 94－2076 祝園砂子田７番地

平田内科医院 95－3400 光台七丁目14番地３

藤木医院 94－2006 祝園西一丁目24番地15

藤村医院 94－5770 祝園砂子田２番地１

古田診療所 93－2216 祝園門田８番地
山田内科
クリニック 98－3660 精華台二丁目10番地94

芳川医院 71－0014 桜が丘三丁目24番地７

※診療時間などは、医療機関にお問い合わせください。

1011 JanuaryJanuary

催事・募集

暮らし・税

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

防犯・防災

そのほか

環境・美化

健康・医療

福祉・介護

年金・保険
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不
妊
治
療
な
ど
に
助
成

　
町
や
京
都
府
で
は
、
不
妊
治
療
や
不
育
治
療

な
ど
、
特
定
不
妊
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

町
の
助
成

▼
対
象
と
な
る
治
療

　
①
一
般
不
妊
治
療

　
　
保
険
適
用
の
あ
る
治
療
と
、
人
工
授
精

　
②
不
育
治
療
な
ど

　
　

�

流
産
や
死
産
を
繰
り
返
す
「
不
育
症
」
の

原
因
検
査
や
治
療
（
い
ず
れ
も
保
険
適
用

の
あ
る
も
の
）

▼
対
象
者

　

�

京
都
府
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
民
登
録

し
、
治
療
日
時
点
で
精
華
町
に
住
民
登
録
し

て
い
る
夫
婦
（
事
実
婚
を
含
む
）
で
、
各
種

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　
※�

一
般
不
妊
治
療
の
人
工
授
精
に
限
り
、
法

律
上
の
夫
婦
と
し
ま
す
。

▼
助
成
額

　

�

不
妊
治
療
に
か
か
る
被
保
険
者
負
担
額
の
２

分
の
１
（
限
度
額
あ
り
）

▼
申
請
方
法

　

�

診
療
日
か
ら
１
年
以
内
に
必
要
書
類
【
注
】

を
直
接
、
町
役
場
・
健
康
推
進
課
へ
。

【
注
】
申
請
書
・
医
療
機
関
証
明
書
・
請
求
書
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

京
都
府
の
助
成

　
１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万
円
ま
で
（
初
回
の

治
療
が
平
成
28
年
１
月
20
日
以
降
に
終
了
し
た

場
合
は
30
万
円
ま
で
）
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

京
都
府
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
が
対
象
で
、
治
療
初
日
の
妻

の
年
齢
が
42
歳
ま
で
の
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
方
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
卵
子
採
取
に

至
ら
な
い
場
合
を
除
き
ま
す
。

・�

京
都
府
内
（
京
都
市
以
外
）
に
住
民
登
録
し

て
い
る
。

・
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
。

・
指
定
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
。

・�

特
定
不
妊
治
療
が
必
要
と
医
師
に
診
断
さ
れ

て
い
る
。

・�

夫
婦
の
前
年
所
得
合
計
が
７
３
０
万
円
未
満
。

　
申
請
期
間
は
原
則
、
治
療
終
了
日
の
年
度
内

で
す
（
助
成
回
数
・
助
成
額
は
限
度
あ
り
）。

ｑ
山
城
南
保
健
所
ｔ
72

－

０
９
８
１

か
し
の
き
苑
、
風
呂
休
業

　

か
し
の
き
苑
の
風
呂
は
、
改
修
工
事
に
伴

い
、
12
月
27
日
㈬
か
ら
平
成
30
年
２
月
末
（
予

定
）
ま
で
休
業
と
な
り
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ｑ
か
し
の
き
苑
ｔ
94

－

５
２
０
０

水
道
料
金
口
座
振
替
の
方
へ

　
１
月
の
水
道
の
検
針
で
各
家
庭
に
投と
う
函か
ん
す
る

伝
票
の
下
部

「
口
座
振
替

済
の
お
知
ら

せ
」
欄
が
、

空
欄
に
な
り

ま
す
。

　
口
座
振
替

の
日
程
の
都

合
に
よ
る
も

の
で
、
２
月

の
検
針
の
伝
票
に
12
月
分
と
１
月
分
を
併
せ
て

表
示
し
ま
す
。

ｑ
上
水
道
課
営
業
係
ｔ
94

－

２
０
４
９

使
用
済
小
型
家
電
の｢

新｣

回
収
拠
点

　
町
で
は
こ
の
度
、
コ
ー
プ
祝
園
駅
店
（
せ
い

か
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
内
）
の
入
口
に
、
新
た
に

使
用
済
小
型
家
電
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し

ま
し
た
＝
右
写
真
＝
。

　
使
用
済
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場

所
は
以
下
の
６
カ
所
と
な
り
ま
す
。

・
精
華
町
役
場

　
　
開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

・
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
（
町
立
体
育
館
）

　
　
開
館
日
の
午
前
９
時
～
午
後
８
時
30
分

・
精
華
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

　
　
開
館
日
の
午
前
９
時
～
午
後
10
時

・
か
し
の
き
苑

　
　
開
館
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
ア
ピ
タ
精
華
台
店

　
　
営
業
日
の
午
前
10
時
～
午
後
９
時

・
コ
ー
プ
祝
園
駅
店

　
　
営
業
日
の
午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分

　
小
型
家
電
は
「
粗
大
ご
み
」
と
し
て
も
回
収

し
ま
す
が
、
貴
金
属
や
レ
ア
メ
タ
ル
の
回
収
が

で
き
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
、
専
用
ボ
ッ
ク
ス

で
の
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
入
り
き
ら
な
い
大

き
さ
の
物
は
環
境
推
進
課
の
窓
口
で
引
き
取
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ｑ
環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

　
１
１
０
番
は
警
察
へ
の
緊
急
通
報
で
す
。

　
犯
罪
や
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
目
撃
し
た
り

し
た
場
合
は
、
素
早
く
１
１
０
番
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。
不
審
者
を
見
か
け
た
り
、
児
童
虐
待

を
疑
っ
た
り
す
る
場
合
で
も
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
警
察
へ
の
相
談
な
ど
は
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
が
あ
り
ま
す
。
要
望
・
苦
情
・
相
談
な
ど
は

「
＃
９
１
１
０
」
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

ｑ
木
津
警
察
署
ｔ
72

－

０
１
１
０

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
制
度

　
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
は
、
加
齢
に

よ
る
身
体
機
能
や
判
断
力
の
低
下
に
よ
り
、
運

転
に
不
安
を
感
じ
る
方
な
ど
が
、
自
主
的
に
運

転
免
許
証
の
取
り
消
し
（
全
部
取
り
消
し
、
一

部
取
り
消
し
）
を
申
請
で
き
る
制
度
で
す
。

　
運
転
に
不
安
を
感
じ
る
方
や
家
族
か
ら
交
通

事
故
を
心
配
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
自
主
返
納

制
度
に
つ
い
て
質
問
が
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ｑ
木
津
警
察
署
ｔ
72

－

０
１
１
０

架
空
請
求
手
口
の
詐
欺
被
害
発
生

　
木
津
警
察
署
管
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
お
い
て
、
店
内
設
置
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

端
末
を
操
作
さ
せ
て
レ
ジ
で
支
払
わ
せ
る
架
空

請
求
手
口
の
詐
欺
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

「
有
料
サ
イ
ト
料
金
が
未
納
で
す
。
本
日
中
に

入
金
が
な
い
場
合
は
法
的
手
段
に
移
行
し
ま

す
」
な
ど
の
メ
ー
ル
が
来
て
も
、
身
に
覚
え
の

な
い
請
求
に
は
返
信
せ
ず
、
す
ぐ
に
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

ｑ
木
津
警
察
署
ｔ
72

－

０
１
１
０

放
送
大
学
の
受
講
者
募
集

　
放
送
大
学
で
は
平
成
30
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
第
１
回
が
平
成
30
年
２
月
28
日

㈬
ま
で
、
第
２
回
が
３
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫
で

す
。

ｑ�

放
送
大
学
京
都
学
習
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
７
５

－

３
７
１

－
３
０
０
１
、
放
送
大
学
奈
良
学
習

セ
ン
タ
ー
ｔ
０
７
４
２

－

２
０

－

７
８
７
０

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
雇
用

就
業
対
策
の
重
要
な
柱
と
し
て
、
法
的
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
各
種
技
能
講
習
を
受
講
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
従
事
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
中
の
怪
我

や
第
三
者
に
損
害
を
与
え
て
し
ま
っ
た
場
合
に
対

処
す
る
シ
ル
バ
ー
保
険
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
地
域
に

活
か
し
て
、
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
の
で
、
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
入
会
説
明
会

　
日
時
…
平
成
30
年
１
月
22
日
㈪
午
前
10
時
～

　
対
象
者
…
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
シ
ル
バ
ー
さ
ろ
ん

　

�

日
時
…
①
平
成
30
年
１
月
10
日
㈬
②
２
月
１

日
㈭
③
13
日
㈫�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
※�

①
は
「
新
春
の
会
」、
③
は
「
絵
て
が
み

教
室
」
開
催
。
詳
し
く
は
27
ペ
ー
ジ
。

ｑ�

精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ｔ
98

－

０
５
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
の
知
恵
と
技
！	

お年玉 初 詣
はつ　もうでとし  だま

「正月」と「お参り」を組み合わせた表現
しょうがつ まい くみ あ ひょうげん

ｑ福
ふく

祉
し

課
か

障
しょう

害
が い

福
ふ く

祉
し

係
かかり

ｔ95－1904

平
へい

成
せい

28年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から障
しょう

害
が い

者
し ゃ

差
さ

別
べ つ

解
か い

消
しょう

法
ほ う

がスタートし、障
しょう

害
が い

のある人
ひと

が困
こま

らないように配
はい

慮
りょ

することが求
もと

められていま
す。ここでは、障

しょう
害
が い

のある人
ひと

との意
い

思
し

疎
そ

通
つう

の手
しゅ

段
だん

の一
ひと

つとして手
しゅ

話
わ

を紹
しょう

介
か い

しています。お正
しょう

月
がつ

はいかがお過
す

ごしでしょ
うか？昨

さく
年
ねん

１月
がつ

号
ごう

のこのコーナーでも「お正
しょう

月
がつ

」の手
しゅ

話
わ

を使
つか

いましたが今
こん

回
かい

も「お正
しょう

月
がつ

」の手
しゅ

話
わ

を使
つか

って、「初
はつ

詣
もうで

」と「お年
とし

玉
だま

」
を表

あらわ
してみましょう。

障
しょう

害
が い

のある人
ひ と

もない人
ひ と

も暮
く

らしやすい社
し ゃ

会
か い

をめざして

手
し ゅ

話
わ

でコミュニケーション 第
だ い

20回
か い

両
りょう

手
て

人
ひと

差
さし

指
ゆび

を左
さ

右
ゆう

から引
ひ

き
寄
よ

せて上
じょう

下
げ

に置
お

く。
（正

しょう

月
がつ

の手
しゅ

話
わ

）

両
りょう

手
て

人
ひと

差
さし

指
ゆび

を左
さ

右
ゆう

から引
ひ

き
寄
よ

せて上
じょう

下
げ

に置
お

く。
（正

しょう

月
がつ

の手
しゅ

話
わ

）

右
みぎ

手
て

で OK の形
かたち

（お金
かね

）を
して左

ひだり

手
て

の中
なか

に入
い

れる
２回

かい

たたく
（神

じん

社
じゃ

で拝
おが

む様
よう

子
す

）

�
「
き
ょ
う
と
子
育
て
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」で
は
、
不
妊
や
不
育
、
妊
娠
、
出

産
の
相
談
が
で
き
ま
す
。
ｔ
０
７
５

－

６
９
２

－

３
４
４
９︹
平
日
の
午
前
９
時

15
分
～
午
後
１
時
15
分
・
午
後
２
時
～
４

時（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）︺

1213 JanuaryJanuary

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

健康・医療

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

防犯・防災

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

防犯・防災

福祉・介護

環境・美化

そのほかそのほか

環境・美化

催事・募集
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今
回
は
冠
婚
葬
祭
互
助
会
に
関
す
る
相
談
を
紹

介
し
ま
す
。

〈
Ｑ
〉

　
10
年
前
に
知
人
に
勧
め
ら
れ
て
冠
婚
葬
祭
互

助
会
の
契
約
を
し
ま
し
た
。
30
万
円
を
す
で
に

支
払
い
済
み
で
す
が
、
近
く
に
も
葬
祭
場
が
で

き
た
こ
と
も
あ
っ
て
解
約
し
た
い
と
申
し
出
た

ら
、
高
額
な
解
約
料
が
必
要
だ
と
分
か
っ
た
の

で
す
が
、
支
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。（
70
歳
代
女
性
）

〈
Ａ
〉

　
冠
婚
葬
祭
互
助
会
と
は
、
毎
月
一
定
の
掛
け

金
を
積
み
立
て
、
結
婚
式
や
葬
儀
の
際
の
サ
ー

ビ
ス
費
用
の
一
部
に
充
当
で
き
る
仕
組
み
で

す
。
子
ど
も
に
負
担
を
か
け
た
く
な
い
と
考
え

て
契
約
す
る
人
も
多
く
、
積
み
立
て
途
中
で
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
積
み
立
て
の
期
間

が
終
了
し
て
満
期
に
な
っ
て
も
、
預
金
と
は
異

な
り
利
息
は
付
き
ま
せ
ん
。

　
解
約
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
解
約
手
数

料
が
必
要
で
、
料
金
は
約や

っ

款か
ん

に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
解
約
料
が
高
い
と
い
う
こ
と
に

関
し
て
は
係
争
に
な
り
、
消
費
者
契
約
法
に
違

反
す
る
と
の
判
例
が
出
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
個
別
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
に
解
約
手
数
料
の
根
拠
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
原
則
は
約
款
に

基
づ
い
て
精
算
さ
れ
ま
す
。

　
冠
婚
葬
祭
互
助
会
の
契
約
は
長
期
に
渡
る
こ

と
か
ら
、
契
約
前
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
か
を
よ
く
見
極
め
る
と
と
も
に
、
積
立
金
や

冠
婚
葬
祭
互
助
会
の
解
約
料
が
高
い
？

前
払
金
額
で
賄
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
費
用
、
追
加
で
か

か
る
項
目
と
そ
の
費
用
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

も
よ
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
葬
儀
の
場
合
は
執
り
行
う
こ
と
に
な

る
家
族
に
も
相
談
し
、
契
約
し
た
場
合
は
、
内

容
を
家
族
に
も
知
ら
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

　
困
っ
た
と
き
は
、
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地
・
相
楽
会
館
１

階
＝
右
地
図
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
付
時

間
は
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
で
す
。

　
土
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
に
は
、

京
都
府
・
京
都
市
が
共
同
で
設
置
し
て
い
る

「
消
費
生
活
土
日
祝
日
電
話
相
談
」
で
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
京
都
消
費
生
活
有
資
格
者

の
会
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
ｔ
０
７
５

－

２
５
７

－

９
０
０
２
）。
受
付
時
間
は
午
前
10

時
～
午
後
４
時
で
す
。

ｑ
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ｔ
72

－

９
９
５
５

相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

（
相
楽
会
館
１
階
）京

都
山
城
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

山
城
南

保
健
所

山
城
広
域

振
興
局24

Ｊ
Ｒ
木
津
駅

平
成
７
年
に
都
市
の
直
下
で
震
度
７
の
地
震
が

起
こ
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
そ
し
て
、
平

成
23
年
に
地
震
に
よ
る
巨
大
な
津
波
が
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
方
が
避
難
所

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
避
難
所

で
は
、
性
別
や
世
代
別
、
障
害
の
有
無
、
国
籍

な
ど
に
対
応
し
た
き
め
細
か
な
支
援
が
必
要
で

す
。
今
回
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、

震
災
後
の
避
難
所
で
女
性
が
ど
の
よ
う
な
事
に

困
り
、
ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ
っ
た
の
か
、
そ

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
れ
ば
良
い
の
か
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

避
難
所
で
生
活
し
た
女
性
の
声
と
要
望

�

「
女
性
に
と
っ
て
必
要
な
物
資
で
あ
る
生
理
用

品
が
、
な
か
な
か
配
布
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

よ
う
や
く
届
い
て
も
、
男
性
に
よ
っ
て
配
布
さ

れ
た
た
め
、
も
ら
い
に
い
け
な
い
若
い
女
性
が

い
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
女
性
は
、
粉
ミ

ル
ク
、
離
乳
食
が
配
布
さ
れ
て
も
、
哺
乳
び
ん

や
離
乳
食
を
食
べ
さ
せ
る
ス
プ
ー
ン
が
な
く
、

ま
た
、
お
む
つ
は
配
布
さ
れ
て
も
、
お
し
り
ふ

き
は
配
布
さ
れ
ず
に
困
っ
て
い
ま
し
た
。
女
性

の
要
望
を
的
確
に
把
握
し
、
適
切
に
対
応
す
る

た
め
、
女
性
の
物
資
担
当
者
や
配
布
担
当
者
が

い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
」

「
男
性
の
目
が
気
に
な
る
こ
と
か
ら
、
女
性
は

布
団
や
車
の
中
で
着
替
え
や
授
乳
を
し
て
い
ま

し
た
。
洗
濯
し
た
下
着
を
干
す
場
所
が
な
く
て

濡
れ
た
ま
ま
着
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
避
難

所
は
、
女
性
に
も
配
慮
し
て
設
計
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
乳
幼
児
は
ぐ
ず
っ
た
り
、
夜

泣
き
を
し
た
り
す
る
の
で
、
子
ど
も
の
い
る
女

性
は
心
も
体
も
休
ま
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
が
遊
べ
る
空
間
や
乳
幼
児
が
い
る
家
庭

エ
リ
ア
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

「
夜
、
女
性
の
布
団
に
男
性
が
入
っ
て
き
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
防
犯
ブ
ザ
ー
や
ホ
イ
ッ
ス

ル
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
夜
に
外

に
設
置
さ
れ
た
簡
易
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
に
恐

怖
を
覚
え
た
の
で
、
安
全
に
い
け
る
男
女
別
ト

イ
レ
の
設
置
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
」

避
難
所
の
設
計
・
運
営
に
女
性
の
参
加
を

　
過
去
の
震
災
で
は
、
避
難
所
は
男
性
を
中
心

に
運
営
さ
れ
ま
し
た
。
内
閣
府
男
女
共
同
参
画

局
は
「
避
難
所
運
営
の
中
心
を
担
う
自
治
会
長

の
96
％
近
く
が
男
性
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
女
性
が
必
要
と
す
る
配
慮
に
つ
い

て
、
男
性
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
避
難
生
活
を
女
性
に
と
っ
て
も
少
し
で
も
安

全
・
安
心
な
も
の
と
し
、
肉
体
的
・
精
神
的
負

担
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
、
避
難
所
の
設
計
・

運
営
に
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
や
視
点
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
女
性
も
防
災
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ｑ�

人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係
ｔ
95

－

１
９

　
１
９

防
災
に
女
性
の
視
点
を

男
女
共
同
参
画
ミ
ニ
通
信
　
　
62
vol.

�

①
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

　

�　
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
は
、
ご
み
焼
却
時

に
発
生
し
た
熱
を
利
用
し
て
発
電
を
行
う
た

め
の
機
器
で
す
。

　

�　
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
利
用
し
て
発
電

し
た
電
力
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設

運
転
に
利
用
す
る
と
と
も
に
、
余
っ
た
電
力

は
売
却
し
ま
す
。

�

②
非
常
用
発
電
機

　

�　
非
常
用
発
電
機
は
、
停
電
な
ど
の
緊
急
時

に
施
設
内
の
電
力
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
必

要
と
な
る
設
備
で
す
。

　

�　
非
常
用
発
電
機
で
電
力
を
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
安
定
的
に

運
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ｑ
環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

そ の 10

　
今
月
は
、
平
成
30
年
秋
の
稼
働
を
目
指
し
、

現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
新
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー（
環
境
の
森
セ
ン
タ
ー
・
き
づ
が
わ
）

の
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
と
、
非
常
用
発
電
機

の
取
り
付
け
工
事
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

②非常用発電機

②

①蒸気タービン発電機

①

浄化と生ごみの発酵堆肥
　精華町生ごみ減量・堆肥化推進協議会では、10月25日
（水）、淀緑地の人工水路（淀水路）の浄化活動と、生駒市で取り
組んでいる汚泥と生ごみの発酵堆肥の製造工程の見学・研修を
行いました。
　淀水路は、かつて汚れや臭いが目立ち、大量の藻が浮いてい
ました。そこで、３年前から淀緑地愛護協力会が、毎月ＥＭ
【注】団子200個とＥＭ活性液20㍑を投入したところ、ヘドロ
が分解され炭酸ガスと水に変わり、だんだんときれいになりつ
つあります。現地で水路のドロを確認したところ、無臭でさら
さらの状態でした。
　次に訪問した生駒市エコパーク21は、し尿や浄化槽汚泥の
再資源化に取り組んでいます。処理の過程で発生したメタンガ
スを利用し、ガス発電機やメタン発酵槽加温装置を通じて電気
やガスを発生させ、活用しています。さらに、市内の大型事業
所や病院、給食センターの生ごみをメタンガス発酵後の汚泥に
加えて肥料を作り、市民に無料配布しています。
　本協議会では、毎月第４木曜日に微生物資材を利用した生ごみ
の堆肥化や堆肥を利用した野菜作りなどについての情報交換会を
開催しています。参加を希望の方は次のところへご連絡ください。
【注】�有用な微生物群。微生物が有機物を発酵分解させる働きがあり、

水質の浄化を促進させる。
ｑ精華町生ごみ減量・堆肥化推進協議会
　ｔ95－0171（担当…齋藤）

　
木津川を美しくする会 
精華町支部

～琵琶湖での１日～
　木津川を美しくする会精華町支部で
は、治水・利水や水環境についての研修
として、10月19日（木）に天ケ瀬ダムの
視察と、滋賀県立琵琶湖博物館の見学を
行いました。
　天ケ瀬ダムでは、既存設備に水路トン
ネルとして日本最大級のトンネル式放流
設備を新設し、洪水調節機能、府の水道
用水量、発電能力の増強を図る再開発事
業の現場視察を行いました。
　琵琶湖博物館では、近年、淀川水系河
川の生態に大きく関わることから重要視
されている、琵琶湖の生態系での微小な
淡水生物の生態について学びました。
　今回の研修内容を活動発展につなげて
いきたいと考えます。
ｑ�木津川を美しくする会精華町支部事務
局（環境推進課内）��
ｔ95－1925
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み聞かせや装飾、整理担当の方を合わせると45人の方々
が、読書活動の推進に尽力されてます。
　この日のために数カ月前から準備していただいたお話会
を見た子どもたちの食い入るような目と楽しそうな笑顔
が、この行事最大の成果となりました。

 ほかにも…
　ＰＴＡから記念の下敷き
が贈呈されました。また、
各学級に分かれ、大学や高
校、企業の方々を講師に迎
えた国際理解教育や理科の
出前授業を楽しみました。
　最後は、毎年恒例、地元
の住民組織「さわやかウエスト」をはじめ、地域の方によっ
て朝早くから準備していただいた焼き芋をみんなで楽しく
食べました。

　平成５年度に開校した東光小学校は今年、創立25周年
を迎えました。
　毎年開催している「ほかほか祭り」に加え、12月９日（土）
に記念行事を開催し、特色ある教育の成果を披露しました
ので紹介します。

ウィンドアンサンブル

　オープニングを飾ったのは吹奏楽クラブ「ウィンドアン
サンブル」です。ウィンドアンサンブルは、11月に2つの
全国大会に出場し最優秀賞を受賞するなど、近年活躍目覚
ましいクラブです。その歴史は古く、開校当初から小学校
では珍しい木管楽器（クラリネットやフルートなど）を取り
入れた合奏クラブとして活動してきました。
　日々の練習の成果を発揮し、楽しく清々しいレベルの高
い音楽を聞かせてくれました。

読書ボランティア
　次に続いたのは、読書ボランティア「そよかぜ」の皆さん
による読み聞かせです。保護者の方を中心にいつも朝学習
の時間に各学級で読み聞かせをしていただいている活動
も10周年を迎えました。卒業生の保護者の方も加え、読

創立25周年を迎え
～特色ある学校づくりと地域・家庭との連携～�

東光小学校

ｑ東光小学校ｔ95－0400、精華町役場�学校教育課�学校教育係ｔ95－1906

肯定的な回答をした生徒の割合

「学校に行くのは楽しいですか」

0
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町
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国

0
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■ 精華町

■ 京都府

■ 全国

学校生活

活発な授業の様子 班学習の様子

学習風景

平均正答率

正答率の比較から、町の結果は、国語・数学
とも京都府平均や全国平均を上回る結果に
なりました。また、学校生活についてのアン
ケート調査では精華町の生徒は、「学校に行く
のは楽しいですか」の質問に対し、肯定的な
回答をしている割合が全国を大きく上回って
いることが分かりました。

　
平
成
29
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
平
成
29
年
度

｢

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
を
３

回
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
2
回
目
の

今
回
は
中
学
校
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
・
中
学
３
年
生

　
　
３
８
４
人

▼
調
査
内
容

　
・
教
科
に
関
す
る
調
査

　
　
国
語

　
　
Ａ
問
題
・
Ｂ
問
題

　
　
数
学

　
　
Ａ
問
題
・
Ｂ
問
題

　
・
質
問
紙
調
査
（
２
月
号
掲
載
予
定
）

調
査
結
果
の
概
要

　

国
語
の
Ａ
問
題
で
は
、「
話
す
・
聞
く
、
読

む
、
書
く
」
の
学
習
領
域
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
習

得
で
き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｂ
問
題
で

は
、
本
文
か
ら
必
要
な
情
報
を
集
め
考
え
を
ま

と
め
る
「
記
述
式
」
の
問
題
で
課
題
が
残
り
ま

し
た
。

　
数
学
の
Ａ
問
題
で
は
、「
数
と
式
」「
図
形
」

「
関
数
」「
資
料
の
整
理
」
の
各
領
域
と
も
全

国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｂ
問
題

で
は
、
図
形
の
「
証
明
問
題
」
で
証
明
し
た
事

柄
を
用
い
て
、
新
た
な
性
質
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
か
を
み
る
問
題
で
、
課
題
が
残
り
ま
し

た
。

　
各
問
題
の
詳
細
な
分
析
や
傾
向
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ｑ
教
育
支
援
室
教
育
支
援
係
ｔ
95

－

１
９
２
３

「活用問題」 も全国超え
学
テ
結
果
公
表 －

中－

中
学
校
編

17 January 16January

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

スポーツ

そのほか

防犯・防災

教育・子育て

文化・学習



1819 JanuaryJanuary

す
子子育育てて

すくくすすくく

掲 示 板掲 示 板
今月の子育て支援センター

ひとりで悩まないで……　子ども虐待に気づいたら……毎月19日「きょうと育児の日」は、
家庭・職場・地域が一体となって子育
て支援を推進する日です。

児 童 相 談 所
全国共通ダイヤル ９８１

いちいち はやはや くく

町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

▶対 象 者　�町内在住で未就園の満１歳（平成30年２月１
日現在）以上の子どもの父親

▶定　　員　先着15人
▶料　　金　500円（当日徴収）
▶申込期間　平成30年１月29日（月）～２月７日（水）
▶申込方法　�町ホームページか

ら「パパクッキング
講座」を検索、また
は右の二次元コー
ドから。

▶そ の 他　�託児があります。母親が参加の場合は託児室
で待機できます。調理実習後、親子でいっ
しょに試食します。（１人分）

第４回　親子のつどい�������������������������������
　親子でふれあい遊びや季節の制作などを楽しみ、子ども
同士、親同士もつながりましょう！
▶日　　時　�平成30年２月23日（金）午前10時～11時30分
▶場　　所　子育て支援センター
▶対 象 者　�町内在住で未就園の満２歳以上（平成30年２

月１日現在）の子どもとその保護者
▶定　　員　親子15組程度（定員を超えた場合は抽選）
　　　　　　※当選者にのみ連絡します。
▶内　　容　�ふれあい遊び・簡単な制作遊び
▶申込期間　�平成30年１月26日（金）～２月４日（日）
▶申込方法　�町ホームページから

「親子のつどい」を検
索、または①スマー
トフォン②携帯電話
で、右の二次元コー
ドから。

中学生と母子とのふれあい交流��������������������
　中学３年生が赤ちゃんとふれあい、お母さんの話を聞きま
す。命の大切さ、男女が理解しながら生活することの大切
さを学びます。ご協力いただける方はお申し込みください。
▶日　　時　�①平成30年２月27日（火）�②３月９日（金）
　　　　　　両日とも午前９時30分～正午
▶場　　所　①精華南中学校�②精華中学校
▶対 象 者　０～１歳の赤ちゃんとその保護者
▶申込期間　平成30年１月10日（水）～２月７日（水）
▶申込方法　申込用紙を郵送で子育て支援センターへ。
　　　　　　�※申込用紙は、町役場（生涯学習課）と子育て

支援センターに置いているほか、町ホーム
ページからもダウンロードできます。

離乳食なになに講座����������������������������������
　「離乳食を始めるタイミングは？」「何からすればいい
の？」「始めてみたけれどちょっと聞きたいことが…」な
ど、疑問が出てきます。実際の離乳食を見て、硬さや量が
学べます。申し込みは不要です。
▶日　　時　�平成30年１月22日（月）�午前10時30分～11

時30分
▶場　　所　子育て支援センター

赤ちゃんとのかかわり方教室�����������������������
　愛情をたっぷり受けて大きくなった１歳～１歳半の赤
ちゃんには、“自我”が芽生えてきます。この時期のかかわ
り方を助産師や保育士といっしょに楽しく学びませんか。
▶日　　時　�平成30年２月14日（水）�午前10時～11時30分
▶場　　所　保健センター
▶対 象 者　�町内在住で未就園の満１歳～１歳半（平成30

年２月１日現在）の第１子とその保護者
▶定　　員　先着25組程度
▶講　　師　�岡�いくよ氏（奈良学園大学助教、助産師、マ

タニティーガーデン主宰）
▶申込期間　平成30年１月17日（水）～２月２日（金）
▶申込方法　�町ホームページか

ら「赤ちゃんとのか
かわり方教室」を検
索、または右の二次
元コードから。

食育講座「おやつ・食事編」�������������������������
　野菜たっぷりのバランスのとれた食事と、おいしくて簡
単に作れるおやつを作ってみませんか。
▶日　　時　�平成30年２月20日（火）�午前10時～11時30分
▶場　　所　むくのきセンター調理室（３階）
▶対 象 者　�町内在住で未就園の満１歳（平成30年２月１

日現在）以上の子どもの保護者
▶定　　員　�15人（定員を超えた場合は抽選）
　　　　　　※当選者にのみ連絡します。
▶料　　金　400円（当日徴収）
▶申込期間　�平成30年１月22日
　　　　　　（月）～ 26日（金）
▶申込方法　�町ホームページから

「食育講座」を検索、
または右の二次元
コードから。

▶そ の 他　�２カ月～就園前児向けの託児もあります。調
理実習後、親子でいっしょに試食します。

パパママ講座「パパクッキング講座」��������������
　愛情いっぱいの手料理は家族みんなを幸せにします。パ
パも料理の腕を上げて家族にもてるパパ「もてパパ」になり
ましょう！パパ同士が繋がれる場にご参加ください。
▶日　　時　�平成30年２月24日（土）�午前10時～11時45分
▶場　　所　�むくのきセンター調理室（３階）

スマートフォン 携帯電話

スマートフォン 携帯電話

スマートフォン 携帯電話

スマートフォン 携帯電話

月 火 水 木 金 土
８日 ９日 10日 11日 12日 13日

成人の日 すくすくプレールーム
開放日

（午前10時～正午）
支援センター

赤ちゃんサロンＡ
（午前10時～ 11時30分）
保健センター

※第1水曜日から変更

発達応援プレールーム
「あいあいひろば」
（午前10時～ 11時30分）
保健センター

マタニティーサロン
（午前10時～ 11時30分）
保健センター

15日 16日 17日 18日 19日 20日

すくすくプレールーム
「よちよちひろば」
（午前10時～正午）
支援センター

すくすくプレールーム
「とっとこひろば」
（午前10時～正午）
支援センター 赤ちゃんサロンＢ

（午前10時～ 11時30分）
保健センター

すくすくプレールーム
「にっこりひろば」
（午後１時30分～ 3時30分）
支援センター

お誕生日のつどい
（要申し込み）

（午前10時～ 11時30分）
支援センター

携帯電話スマートフォン

にこにこ相談
（要申し込み）

（午前９時45分～ 11時15分）
いけたに保育所

22日 23日 24日 25日 26日 27日
すくすくプレールーム
「よちよちひろば」
（午前10時～正午）
支援センター

すくすくプレールーム
「とっとこひろば
＆絵本のひろば」
（午前10時～正午）
支援センター

赤ちゃんとの
かかわり方教室

（午前10時～ 11時30分）
保健センター

子育てふれあい教室
< わらべうた >

（午前10時15分～ 11時30分）
神の園

離乳食なになに講座
（午前10時30分～ 11時30分）
支援センター

すくすくプレールーム
「にっこりひろば」
（午前10時～ 11時30分）
いけたに保育所

29日 30日 31日 ２月１日 ２日 ３日
すくすくプレールーム
「よちよちひろば」
（午前10時～正午）
支援センター

すくすくプレールーム
「とっとこひろば」
（午前10時～正午）
支援センター

すくすくプレールーム
「にっこりひろば」
（午前10時～ 11時30分）
いけたに保育所

子育てふれあい教室
< 音楽リズム >

（午前10時45分～正午）
むくのきセンター

５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日

すくすくプレールーム
「よちよちひろば」
（午前10時～正午）
支援センター

すくすくプレールーム
「とっとこひろば」
（午前10時～正午）
支援センター

赤ちゃんサロンＡ
（午前10時～ 11時30分）
保健センター

発達応援プレールーム
「あいあいひろば」
（午前10時～ 11時30分）
保健センター マタニティーサロン

（午前10時～ 11時30分）
保健センターすくすくプレールーム

「にっこりひろば」
（午後１時30分～ 3時30分）
支援センター

ｑ子育て支援センター（こまだ保育所内）ｔ98－4001

〈対象者〉�よちよちひろば：おおむね１歳６カ月まで
　　　　とっとこひろば：おおむね１歳６カ月以上
　　　　にっこりひろば：おおむね１歳以上２歳未満
　　　　赤ちゃんサロンＡ：２～７カ月児
　　　　赤ちゃんサロンＢ：８～ 12カ月児

〈会場の所在地〉�保健センター：北稲八間井手ノ元27- １
　　　　　　いけたに保育所：桜が丘三丁目２-２
　　　　　　高齢者総合福祉施設「神の園」：南稲八間笛竹41
　　　　　　むくのきセンター：下狛神ノ木８

※　　は申し込み終了しました。※平成30年１月４日（木）・11日（木）にっこりひろばはお休みします。
※午前９時の時点で精華町に気象警報が発令された場合は、子育て支援センターの催しは中止になります。
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町内では健康に向けたさまざまな活動が行われています。
今回は住民主体の居場所づくり「北ノ堂�体操クラブ」と、住
民主体の体操の居場所「東畑�若返り体操」をご紹介します。

のぞいてみませんか？地域の居場所

住民主体の居場所づくりが、広まっています !!
　精華町では、NPO法人や住民が主体となって支援が必
要な高齢者などのための居場所づくりの取り組みが進んで
います。そうした居場所では、介護予防体操やゲーム、カ
フェなどで楽しむことができ、すでに町内４カ所で立ち上
がっています。
　今回は、「北ノ堂�体操クラブ」を紹介します。
　北ノ堂集会所では、今年の６月から週１回水曜日に住民
主体の体操による居場所づくりの活動が始まっています。
現在、約20人前後の方が参加し、DVDを見ながらの体操
や、参加者全員でコーラスやギターの演奏に合わせて歌う
など、さまざまなレクリエーションを行っています。
�「地域の仲間と横の繋がりを大切に…」「明るく、楽しく…」
をモットーに、会場はいつも明るく、和やかな雰囲気です。

【開催日】毎週水曜日　午後１時30分～３時30分
【内　容】�介護予防体操（すてき65メイト体操・いちご体操

など）・茶話会・レクリエーション（コーラス、
ギター演奏、手芸、フラワーアレンジメント、
アーカイブス鑑賞など）・健康に関する情報提供

【場　所】北ノ堂集会所
【対象者】精華中学校区の方
【定　員】約25人

【参加費】1000円／年
【参加者・ボランティアの声や様子】
●�数種類の体操があり、体
を動かせて楽しい。
●�参加者みんなで声を出
し、歌を歌うことが良い。
●�週１回参加してリズムが
あるのが良い、水曜日
（開催日）が楽しみ。
●�その時々のレクリエーション（干支の色紙づくりやフラ
ワーアレンジメント、ギター演奏など）があり、いろい
ろ楽しんでいる。

◆身近な地域で健康づくりの取り組みが広がっています
�「住民主体の体操の居場所Ｐａｒｔ④」
�“�東畑�若返り体操�”

　参加者は13～ 15人。DVDをお
手本にして、一生懸命体操に取り組
んでいます！実施日には元気塾前に
看板が出ています。こちらを目印に
ぜひ一度お立ち寄りください。
【日　時】�毎週火曜日�午前９時30

分～（１時間程度）
【場　所】東畑�みんなの元気塾
【参加費】100円／回

　町には、現在16カ所の「住民主体の体操の居場所」がで
きています。体操に参加してみたい方やボランティアに興
味のある方、募集中です！下記にお問い合わせください。
ｑ福祉課�包括ケア推進係ｔ95－1904

みんなで楽しんで、みんなで健康に！

▼材料（2人分）
　�鶏モモ肉120㌘、塩・こしょう少々、じゃがいも100㌘
　�玉ネギ50㌘、ニンジン40㌘、しめじ40㌘、エリンギ40
㌘、ブロッコリー40㌘、無塩バター5㌘、薄力粉5㌘
　A：水200cc、チキンコンソメ2.6㌘
　牛乳50cc、塩・こしょう少々

▼作り方
　（1）鶏モモ肉は一口大に切り、塩・こしょうをしておく。
　（2）�じゃがいもは一口大、玉ネギは薄切り、ニンジン

鶏肉ときのこの
ミルク煮
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今回は、精華町食生活改善
推進員協議会「あすなろ会」
野澤知子さん（祝園地区）が
紹介する「鶏肉ときのこの
ミルク煮」です。

�「絶対歩きたくなる！ 　　　　　　 
　 他では聞けない深イイ話」vol. ３
�「歩く」を科学的に研究し、町のメタ
ボ教室で指導されている同志社大学
スポーツ健康科学部�石井�好二郎教授
による講演会を今年度も開催します。
　運動と健康の関連について、楽し
くわかりやすくお話しします。生活
の中に運動を取り入れるヒントがみ
つかります！

“座りっぱなし”は、タバコと同じくらい体に悪い !?
　運動不足が体によくないということはよく知られていま
すが、最近では、座っている時間が長いと死亡率が上がる
ということが分かってきました。座っている時間が長い
と、がんや心血管障害など命にかかわる病気の原因にな
り、“座りっぱなしで動かない生活はタバコと同じくらい体
に悪い”とも言われています。
【日　　時】�平成30年１月18日（木）�午後１時30分～２時

30分
【場　　所】精華町交流ホール（町役場２階）
【対 象 者】町内在住・在勤の方
【定　　員】先着100人
【講　　師】�石井�好二郎�氏（同志社大学スポーツ健康科学

部教授）
【申込方法】前日までに次のところへ
ｑ健康推進課�保健予防係ｔ95－1905

「体感！野菜のそこぢから」 　　　　   
　　　 プロジェクト参画者を募集！
　健康長寿のまちづくりを目指したプロジェクト「せいか
365」では、「体感！野菜のそこぢから」プロジェクトを立ち
上げて、野菜に関心をもってもらうための活動を行ってい
ます。私たちといっしょに活動してくださる方を大募集！
　自分たちで企画を考え、実現させてみませんか？興味の
ある方は次のところまでご連絡ください。
＜今年度の活動内容＞
　●「子どもと野菜」をテーマにしたランチセミナー
　●町図書館前のパネル展示・野菜の情報コーナー設置
　●子ども祭りでの野菜販売ブース出展
　●保育所の給食だよりに野菜の日の記事掲載
　●野菜に関するチラシの配布
ｑ「体感！野菜のそこぢから」事務局（国保医療課内）
　ｔ95－1929　

ｑ�せいか365事務局（健康推進課・福祉課・国保医療課・
生涯学習課・企画調整課）ｔ95－1905（健康推進課内）

平成30年１月22日（月）開催のいきいき健康ウォーク第６回イベント「精華ふる里めぐり（山田～光台）」は、Ｐ26に掲載。

「せいか３６５」のアイテム、その名も「セイカ歩数計」。あ
なたのウオーキングのお供に、京町セイカといっしょに
歩いて、健康寿命を伸ばしましょう｡ アプリは、Google�
PlayまたはApp�Storeから取得できます（無料）。

｢セイカ歩数計｣で
ウオーキング

Android 用 iphone 用

～居場所　その４～

は乱切りにする。
　（3）�しめじは小房に分けて、エリンギは長さ３センチ

メートルに
切って、薄切りにする。

　（4）�ブロッコリーは房と軸に分けて、軸は皮をむいて
乱切りにし、房は別に茹でておく。

　（5）�鍋に無塩バターを入れ、焦がさないように溶か
し、そこに（1）を入れ、炒める。

　（6）�焼き色がついたら、（2）（3）とブロッコリーの軸を
入れ、薄力粉を振り入れ混ぜ合わせる。

　（7）（6）にAを加え、材料が柔らかくなるまで煮る。
　（8）�（7）の材料が柔らかくなったら、牛乳を加えひと

煮立ちさせる。
　（9）�最後に塩・こしょうで味を整え、別茹でしておい

たブロッコリーの房を加える。

▼１人分の栄養価
　�エネルギー 269キロカ

ロリー・たんぱく質14.7㌘・脂質15.0
㌘・カルシウ
ム54ミリグラム・食物
繊維3.9㌘・塩
分0.8㌘

早ね 早おき
朝ごはん

毎月19日は食育の日毎月19日は食育の日毎月19日は食育の日

365
プロジェクト

5454
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SEIKAサブカルフェスタ2017

ミュージックストリート

花を植えつける児童たち

醤油の製造方法を見学

10月16日月曜日・11月16日木曜日

やさしさや美しさを感じる大人に
　山田荘小学校４年生と精華台小学校「美化クラブ」の児
童たちが、花育活動の一環として花の植え付けを行いま
した。
　花育活動は、さまざまな知識や体験をぐんぐん吸収す
る成長期の子どもたちが、花や緑に触れあい、やさしさ
や美しさを感じる
気持ちを育むこと
をめざしています。
全国花育活動推進
協議会の協力で実
施しています。学
校では、花がいっ
ぱい笑顔がいっぱ
いに広がっていま
す。

11月４日土曜日

歴史散策で交流
　11月4日（土）秋晴れの中、和歌山県湯浅町の醤油工場
で聴覚障害者教室が開催されました。
　参加者は食卓に欠
かすことのできない
醤油の製造方法を目
で見て、香りを嗅
ぎ、手話や要約筆記
の補助を得ながら学
ぶことができまし
た。いろんな種類の
醤油を試食しながら
参加者同士が交流し
ました。

11月19日日曜日

せいか祭り&サブカルフェスタ
　精華町の一大イベント「せいか祭り2017」・連携イベン
ト「SEIKAサブカルフェスタ2017」を11月19日（日）、け
いはんな記念公園やけいはんなプラザなどで行いました。
　紅葉の鮮やかな季節のなか、天候にも恵まれ、多くの
方が訪れました。公園芝生広場では模擬店や特産品の販
売があり、水景園ではミュージックストリートで盛り上
がりました。日時計広場のサブカルフェスタではご当地
アイドルや台湾からのコスプレイヤーによるステージパ
フォーマンスなどを行いました。

新祝園駅改札前での啓発

環境日記の入賞者

木津川を美しくする作品の入賞者

協力しながらスイセンの球根を植える

狛田駅前での啓発活動

「人権の花」と育む心
　町の人権擁護委員と法務局による「人権の花運動」が11
月24日（金）、川西小学校で行われました。
　人権の花運動は、人権の花として、スイセンの球根を
協力し合って育てることを通じて、命の大切さを学び、
感謝の気持ちや思いやりの心を育むものです。毎年、町
内小学校が輪番で活動しています。
　はじめに、同小学校の児童代表が、人権擁護委員から
スイセンの球根とメッセージを受け取りました。子ども
たちはメッセージを
受け、改めて人権の
大 切 さ を 学 び ま し
た。
　子どもたちは皆で
協力し合いながら、
プランターや植木鉢
にスイセンの球根を
植え付けました。

12月１日金曜日

みんなで築こう 人権の世紀
　人権週間〔12月4日（月）～ 12月10日（日）〕に合わせた
街頭啓発を12月1日(金)の早朝、人権が尊重されるまち
の進展を願い、町内の各駅前で
行いました。
　人権擁護委員や町商工会、町
社会福祉協議会、ＪＡ京都やま
しろなどの協力により、啓発用
物品を配布し、一人ひとりが人
権問題に対する理解と認識を深
めるよう呼びかけました。

12月５日火曜日

自立と社会参加を目指して
　障害者週間〔12月３日（日）～
９日（土）〕にちなんだ街頭啓発
を12月５日（火）、祝園駅東西
連絡通路で行いました。
　精華町身体障害者協議会の皆
さんが啓発用物品を配布し、障
害のある人の自立と社会参加の
実現を呼びかけました。

12月２日土曜日

感じて学ぶ環境イベント
　環境学習の一環として、 Ｋ（かんきょう）．Ｋ（きょうか
ん）．Ｔ（たいけん）イベント（第６回精華町環境シンポジウ
ム）を12月2日（土）、精華町交流ホールで行いました。
　会場では、町内の小学生が６～９月の内の12週間、毎
日環境に関する日記を
書いた「環境日記2017」
の取り組み優秀者と、
木津川を美しくする会
が今夏に実施した木津
川を美しくする作品の
入賞者に対する表彰式
を行いました。
　表彰式の後には、京
都府地球温暖化防止活
動推進センターの協力
で、地球温暖化に関す
る説明と、太陽光発電
を利用し、暗くなると
光るソーラーハウス工
作教室を行いました。

11月24日金曜日

税理士・行政書士　 　原　義　明
税理士・行政書士　 　原　庸　貴
税理士・社 労 士　大　倉　　　康

水曜・日曜・祝日休診
土曜午後休診
駐車15台可

回復期リハビリテーション病棟開設

広 告　　広 告（掲載内容については各広告主にお問い合わせください）
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